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湖南市議会議員 

赤祖父ゆみ 
 

 

                                      

         

 

謹んで新年のお慶びを 
申 し 上 げ ま す      

 

昨年中は「赤祖父ゆみ」議会活動に対しま

して、ご指導ご鞭撻を賜り厚く感謝申しあげま

す。早いもので今年は 5 回目の選挙を迎えよう

としています。初心忘れることなく、絶えず向上心を持って、市民の皆様の負託に応えるべく、

努力してまいりたいと思います。世界の状況も刻々と変わり、国は人口減少社会を迎え、少子高

齢化は大きな課題です。若い世代が結婚でき、子どもを育てやすい環境を如何に創りだせるかが

鍵となります。また高齢化が進む中、その世代を如何に支えていくのかといったことも今後の課

題です。私は日本人は働き過ぎだと思います。もっと心にゆとりが持てる社会を創りだせないも

のかと思います。周りにも気配りができ、自分の趣味を生かせる時間を楽しみ、それが原動力と

なって生きる活力になるのではないかと思います。みんなぎりぎりの線で生きて、 

自分の事で精一杯になっているように感じられてなりません。格差社会の中、生きづらく苦しみ

ながら頑張っている方々がたくさんおられます。ＩＴ化は進みましたが、人の心は大切に忘れな

いでいてほしいと願います。 湖南市の財政は大変厳しいです。現在庁舎の耐震問題を抱えてい

ます。日本は地震国で、いつ地震が起きてもおかしくない状況の中、私達は「減災」対策を今か

ら準備しておかなくてはなりません。ＪＲ石部駅の駅舎改築もあります。家の家計と同じで、新

しいものを買う時には、何かを我慢しなくては家計はもちません。そこの部分を市民の皆さんの

ご意見を聞きながら、議会が一つになって、議会の場で決めていかなくてはならないと思ってい

ます。議会改革推進特別委員会の中で、如何に市民の皆さんに参加しやすい市民懇談会になるの

か、協議を進めて参ります。どうぞ、私にも多くの意見をお聞かせください。 そして、私達の

まちを良くしようと関心を持っていただき、少しでも出来ることがあれば自らが協力願えれば大

変嬉しく思います。今年は酉年。商売繁盛の年だと言われています。今年一年が皆様にとりまし

て実り多き一年となりますよう、共に頑張っていきましょう。    赤祖父ゆみ 
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議会改革ネットワーク 

mailto:pengin-fight.6.6.3.9@zeus.eonet.ne.jp


- 2 - 

 
 

 

 

 

 

 

  

 
 

 
   

 

 

 
 
 
 
 
  

 
  
 

 

 

 

 

  

 

 

                     

 

 

 

 
○平成 29 年 4 月から石部中学校の学校給
食を自公方式からセンター方式に移行す
るために必要な備品を購入するための備
品購入費 878 万円が含まれていました。予
算常任委員会でも質疑が集中し、移行にあ
たっての充分な説明が、学校や保護者、子
ども達になされておらず、議会にも十分な
説明はありませんでした。当初の説明で
は、石部中学校のドリームホール、給食セ
ンターは、災害時の炊き出しの拠点として
存続するといった方向で、私達議員も市民
の皆さんに説明をしてきました。行政改革
を進めるに当たっては市民の理解の上で
納得して進めて行くべきとして異議を唱
え、予算常任委員会副委員長の立場から修
正動議を提出し、委員会、本会議ともに全
員賛成で可決しました。 
来年度 4 月からでは少し急であると感じ
ました。学校運営の準備や、給食センター
で働く職員の皆さんの次の雇用準備もあ
ろうかと考えます。 
今後進められる行政改革についても、市民
の代表として負託された責任を胸に、説明
責任が果たせるよう、協議して決めていく
事が重要と考えます。 
 
 
○さくら教室 LAN 配線工事を行い、水戸
小学校にさくら教室を設置する予算
24640 円が提案されました。今、設置され
ている岩根小学校に聞き取り調査をしま
した。インターネットが充分ではないとの
ことでした。湖南市の真ん中として岩根小
学校に設置された「さくら教室」でしたが、
水戸地区に外国籍児童が多く住んでいる
こと、現在該当する子ども達が増えている
ことなどを考慮し、やむを得ないと判断し
ました。しかし、委員会では、その運営に
当たっている学校や、ボランティアとして
協力している国際協会、並びにボランティ
アの方々への事前の説明はあるべきでは
ないかと指摘しておきました。急に、強引
に決定されていく事に、いささか憤りを感
じています。子ども達の事を思い、そこで
運営、活動している人の心をもっと大切に
してほしいと思うからです。 

 
 
市民の方から要望いただいていました、道路
照明灯の修繕予算が今回の補正予算に組み
込まれていました。可決に至りましたので夜
のウォーキングも安全に行えると思います。 
 
 
 
この請願は、原発事故による避難者用無償

住宅支援の継続を求める請願で、請願者のう
ち 2 人を意見陳述人として迎え、請願内容の
説明と意見を聞きながら審議しました。 
福島県では来年度 4 月から、復興支援策と

して家賃補助に切り替えると言っているが
対象者はごくわずかである。福島県は 20 ミ
リシーベルト地域まで帰還を求めているが、
子どもの甲状腺癌、大人の心筋梗塞など循環
器系の病気も増えており、大変心配。滋賀県
への避難者は、福島県にすべてを捨ててきた
状況の家族が多く、県内での生活再建は難し
く、支援の打ち切りにより路頭に迷う人が出
ることから、育児サークルの仲間たちと県内
一斉に継続を求める請願を提出するに至っ
たとのことでした。福島県での県外避難者の
受け入れ態勢も充分でなく、コミュニティー
や雇用の場の確保も難しいとのことでした。 
私達会派は、今の現状から判断し、帰りた

くても帰れない現状がまだあり、住宅支援を
今打ち切ることは出来ない。今回の原発事故
は国の責任に置いて、更に継続を求めるべき
との判断に至り、この請願に賛成をしました
が、本会議では反対者多数で、不採択となり
ました。残念な結果と受け止めています。 
 
 
平成25年12月より湖南市が景観行政団体と
なったことから、県で行っていた事務処理を
市で行うことによる条例制定です。県条例に
ない湖南市オリジナルの部分が考慮されて
います。湖南三山など景観保護を考慮したも
ので、既に設置されている違反広告物は、職
員の市内巡回時に発見した場合は是正指導
していくとのことです。今後各種団体等説明
の依頼があれば出向き、条例の説明会を開催
していきます。また、わかりやすいダイジェ
スト版パンフレットにより周知していくと
の回答がありました。 

全員賛成で可決しました。 

石部中学校給食！ 修正動議を提出！ 

湖南市屋外広告物条例が制定されます！ 

平成 28 年度湖南市一般会計補正予算審議 

 

産業経済常任委員会審議 

 

「さくら教室」！水戸小学校へ移動！ 

請願！原発事故！被災者の思い届かず！ 
 
 
 

市道狐谷線、石部高校周辺道路照明予算 
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  る人たちがいます。アウトリーチの 
支援が必要です。地域で支え合うネット 
ワークの構築についての考えは 

答 来年度スタートの「第三次地域福祉計画
をすすめており、まちづくり協議会につ
いては地域福祉を推進する「新たな公
共」に一つとして期待されます。福祉事
業者にも地域の社会資源として参画い
ただき、民生児童委員や社会福祉協議
会、ボランティアなどの参加を得て、地
域の福祉課題を明らかにし、しくみづく
りや更には健康づくりを協議・推進して
いきたい。引き続き区・自治会やまちづ
くり協議会のご協力を得たい。 

 
問 民生委員のなり手がない事についての

認識は 
答 あらゆる社会状況の中、民生委員、児童

委員の役割は大きいものがあります。現
在まだ充足してはいないが引き続き努
力していきます。 

 
問 あいとう福祉モ―ルを見学しました。空

き家を活用した居場所づくりは人を繋
げ有効施策と考えますが。 

答 空き家の利活用については検討してい
きます。 

 
 
 
問 滋賀県地域女性団体連合会では琵琶湖

の水環境を守るため、長年「石けん使用
推進運動」を展開してきました。琵琶湖
の赤潮発生がきっかけとなり広がりま
した。1999 年化学物質排出把握管理促
進法（PRTR 法）が制定され、危険物質
の一つにアルキルベンゼンスルホン酸
などがありますが台所用、洗濯用の合成
洗剤にも含まれています。人への発がん
性や水生物の発生異常をもたらす物質
です。給食センターの洗剤には含まれて
いませんか。環境学習の観点からも廃食
油からなる石けんを学校などの手洗い
でも使用すべきと考えますが見解は。 

答 県条例に則って洗剤を使用しており、安
全に問題はありません。環境に配慮した
エコ石けんの使用については今後検討
していきます。 

 
 
 
 
問 総合計画重点プロジェクトの一つの

総合戦略に則り、地域の活力創造の
推進に向けて取り組むべき項目とさ
れています。雇用の創出、湖南市の
人口増加に期待する産業団地構想に
ついての進捗状況について、また、
合わせて今まで進められてきた石部
西地先における内陸型国際総合物流
ターミナルは進めていかれるのか 

答 産業団地の進捗状況については、「広
域交流都市こなん」を実現するため、
本市の地方創生の起爆剤として進め
ている。現在７箇所の候補地につい
て検討をおこなっている。内陸型総
合物流ターミナル基本計画の中では
おおまかな方向性、内容が織り込ま
れているが、湖南市の厳しい財政制
約や事業採算性、官民の役割分担、
民間企業の参画意向等を考慮し官民
連携事業スキームの検討を行ってい
ます。 

 
問 周辺地域として新中郡橋や石部駅周

辺整備事業にも関係してきます。湖
南市の玄関である石部西地先の、そ
れの合わせた交通関係等の構想は 

答 石部駅周辺整備事業については現
在、駅舎および駅前広場の基本設計
業務を発注しており、南側、北側駅
前広場およびアクセス道路の計画を
進めています。乗降客の増加や、駅
施設の利便性の確保に向けて現在検
討しており、更に菩提寺新中郡橋を
県のアクションプログラムに掲載し
ていただくよう調整しており、この
幹線道路を含めた広域的な道路計画
が関連付けられると JR 石部駅周辺
の活性化を見据えたまちづくりにな
るのではないかと考えています。 

 
  
問 総合戦略の中でも「地域福祉の促進」

をあげています。多様な社会状況の
中、様々な要因からひきこもってい                                                

一般質問   

財源の確保！企業誘致構想！ 

環境に配慮した安心なまちづくり 

 

地域福祉ネットワークづくりについて 
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10月23日甲西高校創立30周年  
  

 
 
 
 
 
 
 
11 月 4 日 ここぴあ竣工式 

 
 
 
 
 
 
 
 
11 月 7 日 大津市議会研修 
 
 
 
 
 
 
 
11 月 16 日地域エネルギー研修 
 
 
 
 
 
 
 
 
11 月 23 日 北栄町婦人会交流 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
10 月 20 日青少年指導支援の会 
 
 
 
 
 
 
 
 
10 月 29 日ハロウィンパーティ 
 
 
 
 
 
 
 
 
11 月６日石部南フェスティバル 
 
 
 
 
 
 
 
11 月 13 日 石けん研修会 
 
 
 
 
 
 
 
 
11 月 19 日石部高校創立 20 周年 
 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年 10 月 25 日（火）～10 月 28 日（金） 
滋賀県民会議として北方領土を視察してきまし
た。滋賀県は近江商人としての繋がりから今ま
でに 34 回の視察団を派遣して運動を展開して
います。元島民の方からも直接お話を聞き、お
墓参りも自由にできない現実を知りました。戦
後 71 年、6 割の島民の方々はお亡くなりになっ
ています。巡視船が行き交うピリピリとした空
気の中、戦争の悲惨さをあらためて感じました。 

活動報告！ 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 日 石部南小学校運動会  

9 日 湖南市市長選挙出陣式 
  12 日 さくら教室 

  14 日 奏～家族向け学習会 
16 日 宝来坂ふるさと防災訓練 

  19 日 石部南小学校サークル活動 

   21 日 民進党湖南市要望 

  22 日 石部宿まつり 

  24 日 産業経済常任委員会 

  30 日 湖南市文化祭出演 

     3 日 バレーボール協会 70 周年記念式典 

4 日 全員協議会 

6 日 湖南市元気市場 

7 日 臨時議会 

  8 日 全国競馬労働組合定期総会 

  10 日 ふれあい広場会議 

11 日 庁舎特別委員会傍聴 

   24 日 ふれあい広場会議 

25 日 全員協議会・もみじあざみ地蔵盆 

  26 日 こどもの貧困対策研修会（民進党） 

17 日 在宅看取り研修会 

  20 日 ソフトバレーボール大会挨拶・かふか音楽祭 

22 日 連合議員団ネットワーク会議 

    25 日 連合滋賀第 4 区政策・制度要求 

    27 日 災害ボランティアセンターの設置訓練 

29～19 日 12 月議会定例議会（21 日間） 

30 日 健康貯金教室 OB 会 

    4 日 健康マラソン大会 

  10 日 宝寿会、赤祖父ゆみ後援会忘年会 

    11 日 宝来坂もちつき大会・きらめきコンサート 

    14 日  イモ発電講演会 

  18 日 オウム真理教抗議集会 

  22 日 甲賀広域行政組合臨時議会 

  23 日 カトレア会もちつき、まちづくりセンター掃除 

28～30 日 年末警戒 

  

   

    

 

 

 

 

10 月 

北方領土！返還に向けて！視察団派遣  

  
 

 

 

 

 
10 月 31日～11 月 1日 
会派研修 in 東京 
講師は宮本正一氏。 
一般質問の作り方と認
知症予防。脳のしくみ。 
のうの 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

11 月 29 日、平成 29
年度政策制度要求を
市長に提出しまし
た。道路や河川、福
祉に教育など要求。 
 

 

 

 

議会改革ネットワーク活動報告 

11 月 

12 月 


